
市
独
自
策
を 

子
ど
も
医
療
費
助
成

小
池　

悦え

つ

こ子　

議
員

問　

お
金
の
心
配
な
く
安
心
し

て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
こ
と

が
最
大
の
子
育
て
支
援
策
。
県

の
医
療
費
助
成
事
業
拡
充
に
よ

る
試
算
は
。

国
保
年
金
課
長　

市
の
負
担
は

１
８
０
０
万
円
の
減
額
に
な

る
。

問　

小
児
の
マ
ル
福
の
所
得
制

限
枠
拡
大
に
伴
う
補
助
額
増
と

外
来
・
入
院
の
自
己
負
担
額
を

な
く
し
た
場
合
の
試
算
は
。

答　

支
出
が
５
４
７
０
万
円
増

え
る
。

問　

そ
の
金
額
は
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
。
実
現

可
能
で
は
な
い
か
。

健
康
増
進
部
長　

県
に
対
し
県

下
統
一
の
医
療
制
度
に
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。
ぬ
く
も
り

支
援
を
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
。

問　

全
国
的
に
貧
困
と
格
差
の

問
題
が
広
が
る
中
で
、
市
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

な
市
独
自
の
助
成
制
度
施
策
を

再
度
求
め
る
。

答　

国
の
動
き
を
注
視
し
て
い

く
。
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
る
。

地
域
に
行
き
届
い
た 

公
立
保
育
所
運
営
を

加か

ぞ

う増　

充み

つ

こ子　

議
員

問　

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
案
）
は
公
共
施
設
の
統

廃
合
を
し
て
い
く
も
の
。
高
齢

者
の
健
康
維
持
の
拠
点
と
し
て

も
、
公
民
館
は
身
近
な
所
に
配

置
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

財
政
部
長　

今
後
、
施
設
の
面

積
は
減
ら
し
て
も
機
能
は
向
上

さ
せ
て
い
く
「
縮
充
」
が
必
要
。

長
期
的
な
視
点
で
、
施
設
保
有

量
の
最
適
化
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

今
後
の
行
政
運
営
に
必
要
。

問　

吉
田
、
舟
山
保
育
所
を
統

合
し
、
民
営
化
を
促
進
し
て
い

く
と
い
う
第
三
次
保
育
所
整
備

計
画
を
撤
回
し
て
、
地
域
に
行

き
届
い
た
公
立
保
育
所
充
実
さ

せ
て
い
く
べ
き
。

福
祉
部
長　

保
育
需
要
の
高
ま

り
と
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
応
え
る
た
め
、
公
立
と
私
立

役
割
分
担
が
必
要
。
ま
た
、
吉

田
、
舟
山
両
保
育
所
と
も
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

立
地
上
の
不
安
が
あ
り
、
早
急

な
建
て
替
え
が
必
要
。

問　

コ
ス
ト
削
減
優
先
の
使
用

料
、
手
数
料
の
引
き
上
げ
を
改

め
る
べ
き
。

財
政
部
長　

今
回
の
見
直
し
は

施
設
の
利
用
者
と
未
利
用
者
の

公
平
感
を
、
適
正
な
見
直
し
の

中
で
図
る
も
の
で
、
値
上
げ
あ

り
き
で
は
な
い
。

心
配
… 

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
使
用

関
川　

翔か
け
る　

議
員

問　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
や

生
徒
の
間
で
、
携
帯
電
話
等
に

よ
る
悪
質
な
サ
イ
ト
閲
覧
や
、

迷
惑
メ
ー
ル
か
ら
、
事
故
、
事

件
や
い
じ
め
に
至
っ
た
事
例
は

あ
る
か
。

指
導
課
長　

い
じ
め
の
調
査
は

学
期
に
１
回
ご
と
実
施
し
て
い

る
が
、
最
近
２
年
間
で
は
報
告

は
な
い
。

問　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
学
校

側
が
行
っ
て
い
る
指
導
は
。

指
導
課
長　

長
期
休
み
の
前
に

必
ず
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

の
学
級
指
導
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
昨
年
度
外
部
講
師
を
招
い

て
の
授
業
も
14
校
で
実
施
し

た
。

問　

学
校
裏
サ
イ
ト
や
掲
示
板

と
い
っ
た
も
の
が
、
市
内
小
中

学
校
で
も
存
在
し
、
全
国
的
に

は
い
じ
め
な
ど
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
市
の
対
策

は
。

指
導
課
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル

や
不
正
請
求
な
ど
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
指
導
、
不
適
切
な
書
き

込
み
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
公
開

を
し
な
い
こ
と
な
ど
、
正
し
い

判
断
力
で
携
帯
電
話
を
使
用
す

る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
側
で
も
誹ひ

ぼ

う謗
中
傷
な

ど
の
情
報
に
対
し
て
い
ち
早
く

察
知
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

新
た
な
取
手
の 

魅
力
発
信
を
提
案

竹
原　

大だ
い
ぞ
う蔵　

議
員

問　

第
六
次
総
合
計
画
に
「
発

信
」
と
い
う
単
語
が
数
多
く
使

わ
れ
て
い
る
。
発
信
す
る
場
所

を
提
供
す
る
た
め
、
調
整
し
て

き
た
一
つ
に
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本

中
央
競
馬
会
）中
山
競
馬
場（
千

葉
県
船
橋
市
）
で
行
わ
れ
る

レ
ー
ス
名
に
「
取
手
」
の
冠
名

を
付
け
た
レ
ー
ス
を
実
施
し
、

同
日
、
競
馬
場
内
で
市
の
物
産

展
や
定
住
化
促
進
な
ど
、
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
を
考
え
つ
い
た
の
は
、

１
月
に
行
わ
れ
た
賀
詞
交
換
会

時
に
取
手
市
出
身
で
昨
年
の
有

馬
記
念
を
制
し
た
吉
田
隼
人
騎

手
に
ゲ
ス
ト
参
加
い
た
だ
き
、

優
勝
レ
ー
ス
の
映
像
を
会
場
内

で
放
映
す
る
と
、
そ
の
ゴ
ー
ル

シ
ー
ン
時
に
は
会
場
内
で
歓
声

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。守
谷
市
で
は
、

守
谷
市
出
身
の
藤
田
菜
七
子
騎

手
の
初
勝
利
を
祝
い
、
守
谷
駅

に
横
断
幕
を
掲
げ
る
な
ど
、
市

の
魅
力
と
し
て
発
信
し
て
い

る
。

　

費
用
の
軽
減
な
ど
、
市
が
決

断
す
れ
ば
実
現
可
能
な
と
こ
ろ

ま
で
話
を
詰
め
て
あ
る
。
ぜ
ひ

実
施
を
。

市
長　

い
い
話
を
頂
い
た
の
で
、

費
用
の
面
な
ど
担
当
に
足
を
運

ば
せ
て
動
い
て
み
た
い
。

問　

二
つ
目
に
は
、
東
京
銀
座

に
あ
る
茨
城
マ
ル
シ
ェ
の
取
手

市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
空
の
状

態
。
積
極
的
に
利
用
す
べ
き
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

商
工

会
と
連
携
を
強
め
、
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
。
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